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Ⅰ．問題と目的

教育におけるユニバーサルデザイン（UD）

学校心理学では，援助サービスの対象を「学

校のすべての児童生徒」とし，子どもの学習面

での援助サービスに重点を置く（石隈，1999）。

「すべての子どものための教育（Education for 

All）」を理念に掲げたインクルーシブ教育の実

現は，現在世界中で目指されており（UNESCO, 

1994, 2015），建築や製品開発の領域に流布す

る「ユニバーサルデザイン（UD）」の視点は

教育現場でも活用されることが増えてきた。米

国では，民間教育開発研究組織（The Center 

for Applied Special Technology, CAST）によ

り 1980年代半ばに「学びのユニバーサルデザ

イン（Universal Design for Learning）」の開

発が始められ，高等教育機会均等法（Higher 

Education Opportunity Act, 2008年改正）や新

初等中等教育法（Every Student Succeeds Act, 

2015）にも UDLの定義が明記されている。

世界各国でも UDLへの関心は広がりを見せ

（Meyer, Rose, ＆ Gordon, 2014），UDLガイド

ラインは現在，中国語，ドイツ語，スペイン語，

イタリア語，日本語，スウェーデン語に翻訳さ

れている。

本邦においては，UDLの他，ユニバーサル

デザインの視点を活かした指導法として，「授

業のユニバーサルデザイン（授業 UD）」が

既に広く知られる（小貫，2016）。一方，米

国 に お い て は UDL の 他，UDI（Universal 

Design for Instruction） や UID（Universal 

Instructional Design）が知られ，それらは区

別せずに使われることもある等，研究者の間

でも混在が見られる（Roberts, Park, Brown, & 

Cook, 2011）。これら教育における UDは，す

べての学習者にとって「わかる授業」を目指す

点では共通している。しかし，他の教育におけ

る UDと比較した時，UDLには際立った特徴

がある。それは，自分に合った学び方を手に入

れ，「学びのエキスパート」に向かって自ら調

整し学べるような学習者の育成をも目指す点で

ある（バーンズ亀山，2020；川俣，2018）。

学びのユニバーサルデザイン（UDL）の概略

UDLは，脳科学研究に基づく授業デザイン

のための概念フレームワークである。障害の有

無に関わらず全ての学習者が学びにアクセスで

きるよう，学習者個々の「脳の多様性」に注目

し，学習に関わる「感情」「認知」「方略」の 3

つのネットワークを反映した「取り組み」「提

示（理解）」「行動・表出」の 3原則と，学習

に「アクセスする」「積み上げる」「自分のもの

にする」という 3段階が設定され，合計 9つの

ガイドラインとして整理されている（CAST，
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2018）。ガイドラインの選択はいつも学習者の

到達目標に結びつけて行われることが望まれる

ため（Lapinski, Grabvel, & Rose, 2012），どれ

ほど多くのガイドラインを満たせば正解という

指標はない（Nelson, 2013; Novak, 2016）。

本邦におけるUDLの現状

UDLは，学びの多様性を踏まえた柔軟な授

業デザインを促進する点で，インクルーシブ教

育を推進する通常学級の中でこそ使われる価

値があるとされ（バーンズ亀山・竹前セルズ，

2016），近年は本邦でも注目されている。しか

し，国内の UDL実践と研究の動向を調査した

松戸（2021）では，UDLをチェックリスト化す

るなど UDLに対する誤解を持った実践報告が

見られること，国内での UDL研究が乏しく萌

芽的段階にあることが指摘され，UDLについ

ての正しい知識を広めることや UDL実践者の

育成が喫緊の課題として挙げられた。UDL実

践者自体が国内では限られるため，UDL実践

に関する科学的な実証研究も本邦では未だ不足

している状況だ。

本研究では，国外の UDL研究の概観を捉え，

本邦における今後の UDL研究の展望について

学校心理学的視点を交え考察する。

Ⅱ．方法

国外の UDL研究の概観をつかむため，本研

究では UDLについて扱ったシステマティック

レビュー及びメタ分析を調査対象とした。シス

テマティックレビュー及びメタ分析を調査する

ことで，世界的な UDL研究の動向を把握し，

今後の調査に向けた UDL研究の課題を明確化

できると考えた。適格基準は，① UDLに関す

る文献を扱ったシステマティックレビューもし

くはメタ分析，②公開された学術論文，③英語

で書かれた研究である。

2022年2月28日，APA PsycARTICLES，APA 

PsycInfo，ERIC，Web of Scienceの 4つで検

索を行った。検索範囲は指定せず，検索ワー

ドとして，第一検索欄に“universal design for 

learning”と入力し，ANDを指定，第二検索欄

に“systematic review” or “systematic literature 

review” or “meta-analysis”と入力した。

その結果，重複を除き 10件の文献が抽出さ

れた。適格基準に従い，1件はスペイン語によ

るため除外した（Crisol-Moya, Herrera-Nieves, 

& Montes-Soldado, 2020）。フルテキストで適

合性を評価した結果，Cumming & Rodriguez

（2017）はモバイルテクノロジーについての

レビューを主目的とし，Reyes, Meneses & 

Melian（2021）は障害のある学生へのオンラ

イン高等教育の効果分析を主目的とした研究で

あったため除外した。残りの 7件については，

国外の UDL実践と研究の概観を把握するのに

有益と判断し調査対象とした。以上の抽出過程

を Figure 1に示した。

抽出した文献同士の特徴を比較しやすくす

るため，各文献について次の情報を整理した。

①文献情報として，著者（年），著者人数，研

究者の所属（国），査読の有無，検索されたデー

タベース，②研究目的，キーワード，調査論文

の選定基準，抽出数，③結果の要約，提示され

た今後の課題とその他の特記事項である。

Ⅲ．結果

抽出論文の掲載年は 2011年から 2021年の

10年間に公開されたもので，全てが査読付き
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論文であった。以下に抽出論文の概要を示す

（Table 1，Table 2，Table 3）。

UDL 研究実施国の特徴

抽出論文における研究者の所属国は，米

国 3件，英国 1件，オーストラリア 1件，ベ

ルギー 1件，サウジアラビア 1件であった。

7件中 4件で，UDL研究の多くが北米（米国

やカナダ）で行われていることが指摘された

（Al-Azawei, Serenelli, & Lindqvist, 2016; AlRawi 

& AlKahtani, 2021; Capp, 2017; Griful-Freixenet, 

Struyven, Vantieghem, & Gheyssens, 2020）。

Figure 1　フロー図　データ抽出過程

Table 1　国外における UDL研究のレビュー一覧（文献情報）

著者（年） 著者人数 研究者の所属（国） 査読の有無 データベース

1
Roberts et al.
（2011） 4 University of Hawaii（アメリカ） 有 ERIC

2
Al-Azawei et al.
（2016） 3 University of Reading（イギリス） 有 ERIC

3
Capp
（2017） 1

Brisbane Catholic, Education Office
（オーストラリア） 有 ERIC

Web of Science

4
Ok et al.
（2017） 4

University of Hawaii,University of Texas
（アメリカ） 有 ERIC

Web of Science

5
Schreffler et al.
（2019） 4

University of Central Florida
（アメリカ） 有 ERIC

Web of Science

6
Griful-Freixenet et al.
（2020） 4

Vrie Universal Brussel,
Hasselt University（ベルギー） 有 Web of Science

7
AlRawi & AlKahtani
（2021） 2

King Saud University College
（サウジアラビア） 有 ERIC

Web of Science
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Table 2　国外における UDL研究のレビュー一覧（研究目的・方法）

　 著者（年） 研究目的 キーワード 調査論文の選定基準 抽出数

1

Roberts et 
al. (2011)

中等後教育における
UDI（及びそれに関
連する用語）が用い
られた質的・量的・
混合的方法による実
証的研究の調査。

なし ①査読付き実証研究，② 2000年以
降掲載，③中等後教育（大学）での
UDI・UDL・UID・UDに関する論文

 8

2

Al-Azawei 
et al. 
(2016)

UDLが適用された
論文の内容分析。

Universal Design for
Learning (UDL),
Content Review,
Accessibility,
Individual Differences

①実証的結果を提供する査読論文，
② 2012～ 2015年掲載，③フレーム
ワークとして UDLに焦点を当ててい
る

12

3

Capp 
(2017)

UDLに関する実証
的研究についてメタ
分析を行い UDLの
有効性を調査。

Universal Design
for Learning,
meta-analysis,
inclusive education

①事前事後の介入を含む査読論文，
② 2013年より前は除く（2013～ 2016
年掲載），③要約か本文に UDLフレー
ムワークが明示されている

18

4

Ok et al. 
(2017)

UDLに基づく指導
が pre-Kから K12の
学生の学術的または
社会的成果に及ぼす
影響を調査した研究
の分析。

なし ①英語で出版された査読論文，質
的・量的・一事例・混合法を用いた
実証研究，介入効果を調査したもの，
② 2000年 1月～ 2014年 12月掲載，
③ UDLフレームワークを適用した介
入であるという記述，UDLの介入に
よる学術的または社会的成果を報告，
pre-Kから K12までを対象としたもの

13

5

Schreffler 
et al. 
(2019)

中等後教育における
STEM教育で UDL
を活用した実証的研
究をまとめる。

STEM,
UDL,
UDI,
Universal Design, 
Postsecondary

①査読付き実証論文，量的・混合的
研究法による，② 2006年以降掲載，
③ STEM，UDI/UDL/UD，中等後教
育 /大学 /高等教育をキーワードと
する，中等後教育での障害のある学生
への STEM教育で UDI/UDLに基づ
くもの

 4

6

Griful-
Freixenet 
et al. 
(2020)

UDLと DIは混同さ
れることが多いた
め，文献上，両者の
相互関係はどのよう
に記述されているの
か，その分類を明ら
かにする。

Systematic review, 
Universal Design for
Learning (UDL),
Differentiated
Instruction (DI),
Inclusive education

①英語で書かれた査読論文，実証的論
文・概念的論文両方，②掲載期間は問
わない，③タイトル，要約，キーワー
ドに‘universal design for learning’
と‘differentiated instruction’の両方
の表記有り，UDLと DIの両方を明確
に比較し，かつ /もしくはそれらの相
互関係を論じたもの，著者または研究
を引用して UDLと DIの両方を参照
したもの

27

7

AlRawi & 
AlKahtani 
(2021)

知的障害のある学生
への UDLに基づく
介入の教育的影響を
調査する。また，先
行文献の研究デザイ
ンや方法，UDLに
基づく介入とその効
果について調査す
る。

Universal Design for
Learning, UDL, 
students with 
intellectual
disabilities (ID), 
interventions, 
systematic review

①科学的論文雑誌に英語で掲載，大学
（卒業・学位）論文や書籍は除く，一
事例もしくは混合的アプローチとし
て，データが質的もしくは量的手法で
収集された実証研究，② 2008～ 2018
年掲載，③タイトルか要約に UDLと
いう言葉を含む，参加者の全員もしく
は一部に知的障害がある，中等後教
育，就学前段階での研究は除く

 7

調査論文の選定基準は，①査読の有無・論文種，②掲載期間，③研究目的に照らした条件の 3つに分類した。
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Table 3　国外における UDL研究のレビュー一覧（結果・課題）

著者（年） 結果の要約 提示された今後の課題 その他（特記事項）

1

Roberts 
et al. 
(2011)

中等後教育での UDIの効果を支持
する実証研究は僅少。8件中 6件は
質的研究，般化に限界有り。UDI
原則に関わるテクノロジー使用に関
する研究が不足。

中等後教育での UDI活用について継続
的調査が必要。UDI原則を運用化し，
具体的活動に UDIを適用するための具
体的要素を提示し効果測定する。学生
の成果への影響を客観的に調査する。

• UDI，UDL，UIDを統一
し“UDI”と表記。先行
研究のどれが UDLに関
するものか判断し難い。

2

Al-Azawei 
et al. 
(2016)

UDL研究は実証研究が少なく初期
段階にある。UDLは学習者・授業
者・教育機関の 3者にとって有益。
米国での研究が 75％を占め，UDL
が「ユニバーサル」に受け入れられ
ているとは言えない。質的研究よ
り，量的研究や混合研究が主流。

UDLを活用したオンライン教育でさら
なる実践研究が望まれる。UDLの適用
について明確な報告がない早期の研究
は，今後，UDL研究と認められない可
能性有り。UDLが学習時間に与える影
響の調査，他のインクルーシブな学習
フレームワークと比較した実証研究の
不足。発展途上国を含む異文化間レベ
ルで UDL適用の妥当性検証が必要。

• イラク高等教育科学研究
省スポンサーの論文。
• 著者らは，発展途上国で
はインクルーシブ教育の
理念を広めること自体に
も課題があることに触
れ，UDLの適用を推奨。

3

Capp 
(2017)

UDLは全ての学生の学習プロセス
向上に有効と支持されたが，実証研
究が不十分。研究の半数が UDL原
則 1（提示）に焦点を当て，複数の
方法による知識の提供の効果を調
査。多様性に応じた結果の提示がな
く，特定集団の結果が提示される場
合，障害のある学生に常に焦点が当
てられた。研究は北米か欧州のみ。

原則 2（表出）に焦点を当て，UDLの
有効性を示す必要有り。ギフテッド，
先住民族の学生，英語を母語としない
学生等も対象に UDLの効果検証を行
う必要有り。北米・欧州以外での研究
が必要。

• オーストラリアカリ
キュラム評価報告機構
（ACARA）では，UDLが
有効なメソッドとして挙
げられているが，オース
トラリアでの研究はこれ
までにないと報告。

4

Ok et al. 
(2017)

UDLに基づく指導は，通常教育で
の障害のある学生の取り組みとアク
セスを増進させ，学習面・社会面の
成果を向上させる可能性有り。全て
の学生の学業上のニーズを満たし，
多様なニーズを持つ学生を支援する
のに UDLは役立つ可能性有り。真
に実証的デザインといえる研究は僅
少。UDLガイドラインやチェック
ポイントと関連づけ介入の要素を詳
細に記載した論文は少ない。

今後の研究では，より厳格な研究デザ
インと手順を取ること，参加者の統計
学的情報を不足なく記述することが必
要。UDL実践内でデジタルツールに
より提供される柔軟性が学生の成績向
上に有効か，さらなる調査が必要。教
育者は全ての学生のニーズに合うよう
カリキュラムを修正し適応させるスキ
ル，経験，気質が求められる。教師の
労働条件など実際的かつ背景的要因が
UDLに基づく実践の忠実度に影響を与
える可能性有り。

• 2000～2006 年 は 0 件，
2006～2012年は 1年に
1 件 ほ ど，2013～2014
年は 6件と UDL実践研
究は数が限られるものの
増えていると報告。

5

Schreffler 
et al. 
(2019)

中等後教育での UDL活用は，障害
のある学生への STEM教育での障
壁を減らす一つの方法である。中等
後教育で STEM教育における UD
の効果を調査する実証研究は僅少。
中等後教育での UDL研究は STEM
以外の専攻が多い。

中等後教育の STEM教育において
UDLの有効性を実証するため，さらな
る調査が必要。実行機能の障害に焦点
を当てた研究も必要。どの種の指導に
ついての調査か明記が必要（例：アク
ティブラーニング）。

• STEM 教 育＝Science，  
Technology，Engineering，  
Math
• 文献中，UDLと UDIの
混在が見られる。

6

Griful-
Freixenet 
et al. 
(2020)

UDLと DIの相互関係の記述は３分
類された。（1）UDLと DIの相互
補完関係（一致しないが重複あり）
（10件），（2）UDL内に DIを組み
込む相互関係（13件），（3）UDL
と DI間の固有/非互換の相互関係
（4件）。3割が実証論文，7割が概
念的論文。UDLと DIの相互関係は
論理的・概念的レベルのみで記述。
7割が米国での調査。

UDLと DIは科学的にも法的にもイン
クルーシブ教育実現の上で有効とされ
るが，両モデルについて実践者，政策
立案者，研究者の間では混乱も見られ
る。UDLと DIの相互関係についての
科学的検証が必要。

• APAの分類に則り，実
証論文は，理論や哲学の
原則でなく，事実，実験，
体系的な観察に基づき，
トピックに関する新しい
知識を得たもの，概念的
論文は，主に理論，アイ
デア，フレームワーク，
または憶測に基づくもの
を指す。

7

AlRawi & 
AlKahtani 
(2021)

調査した文献の研究デザインは，量
的・質的・混合的手法と多様だが，
全ての研究で肯定的な介入効果が示
された。知的障害のある学生には，
学習面，社会性，行動面で UDLが
有効と示された。

参加者を増やした実証研究や，UDL実
践の実態を詳しく理解するための質的
研究等，さらなる調査が必要。より厳
格な研究デザインや手続きが求められ
る。UDL原則やガイドラインの明確な
活用を推奨。

• UDLの効果検証は，文
化的，社会的，環境的に
非常に似通った少数の国
（北米）でしか調査され
ていないことを導入で指
摘。
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UDLが米国で生まれ，米国の法律で施行され

るモデルであるため当然だが（Griful-Freixenet 

et al., 2020），北米や欧州など似たような文

化，社会，経済的背景を持つ限られた少数国

でしか UDLの実践報告が見られないことは，

UDL研究の課題として挙げられた（Al-Azawei 

et al., 2016; AlRawi & AlKahtani, 2021）。特に，

Al-Azawei et al.（2016）では，UDLを活用し

た遠隔地教育（オンライン教育）に期待が寄

せられる発展途上国での研究に課題があると

指摘された。アジア圏の UDL研究は，Griful-

Freixenet et al.（2020）の中で引用された韓国

の Cha ＆ Ahn（2014）のみであった。また，

オーストラリアでは，オーストラリアカリキュ

ラム報告機構で UDLが有効なメソッドとして

挙げられながらも，国内での研究報告が見られ

ないことが課題とされた（Capp; 2017）。UDL

を実践する際には，各国によって教師の労働

条件など背景的要因は当然異なることが考え

られ，それが UDL実践の質に影響を与える

可能性がある（Ok, Rao, Bryant, & McDougall, 

2017）。北米や欧州に限らず，多様な国で，各

国の文化的背景と合わせた UDL適用の妥当性

調査が求められていることが本調査より明らか

になった。

研究目的と方法から見るUDLへの期待

抽出論文のうち 4件で UDLの有効性や影響

を明らかにするために実証的論文が抽出されて

いた（Roberts et al., 2011; Capp, 2017; Ok et al., 

2017; AlRawi & AlKahtani, 2021）。

調査対象とされた学校種は，中等後教育が

2件（Roberts et al., 2011; Schreffler, Vasquez, 

Chini, &, James, 2019），就学前から中等教育ま

で（pre-kから K12）が 1件（Ok et al., 2017），

学校種を問わないものが 4件であった。調査対

象科目を限定したものは 1件であり（Schreffler 

et al., 2019），中等後教育での UDL研究が少な

い STEM教育（科学，技術，工学，数学）に

焦点があてられた。これは，障害のある学生

が大学で STEM専攻後に退学することが多

く，インストラクターや支援システムの改善

以外での改革も必要とされ実施された調査で

あった。また，調査対象として障害のある学生

への UDL研究に焦点を当てたものは 2件あっ

た（AlRawi & AlKahtani, 2021; Schreffler et al., 

2019）。UDL以外の指導法と合わせた論文は 2

件あり，1件は UDI，UDL，UID，UDの 4つ

を UDIとして統合し調査したもの（Roberts 

et al., 2011），もう 1件は DI（Dif ferentiated 

Instruction）と UDLとの相互関係を調査した

ものであった（Griful-Freixenet et al., 2020）。

文献中で UDLと UDIの混在が見られたものは

2件であった（Roberts et al., 2011; Schreffler 

et al., 2019）。特に Roberts et al.（2011）では，

UDLも UDIに統合し調査されたため，調査さ

れた先行研究のどれが UDLに関するものか明

確な区別は困難であった。これらのことから，

米国においては，UDLと，他の教育における

UDや DI等との混在が少なからず見られるこ

とが確認された。選定基準を実証論文に限定し

た場合，抽出される UDL研究の数は多いもの

でも Capp（2017）の 18件と限られた。一方，

概念的論文を含んで調査した Griful-Freixenet 

et al.（2020）では 27件が抽出された。以上よ

り，調査対象にいかなる条件を設定しても，国

際的に見て UDLに関する実証研究は極めて少

ないことが確認された。しかしながら，多様な
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観点から UDLへの期待度は高く，UDL適用の

妥当性検証が希求されていた。

UDL 研究の結果と課題

抽出論文の全てにおいて，UDLに関する調

査研究が少ないこと，特に実証研究の少なさが

指摘された。一方，UDLに関する研究は，こ

れまで質的・量的・混合的手法と多様な方法で

行われてきたことが確認された（Al-Azawei et 

al., 2016; AlRawi & AlKahtani, 2021）。しかし，

真に実証的なデザインといえる研究は少ない

という指摘や（Ok et al., 2017），UDLをどう適

用したかの詳細が明示されない研究も見られ

るという指摘があり（Al-Azawei et al.,2016; Ok 

etal.,2017; AlRawi & AlKahtani, 2021）,UDL研

究の質自体に課題があることが確認された。ま

た，多様性に応じるという UDLの特徴に反し，

障害のある学生には焦点が当てられても，ギフ

テッドや先住民族の学生，英語を母語としな

い学生などへの介入効果など，多様性に応じ

た結果の提示は不足していることが指摘され

た（Capp, 2017）。また，UDL研究の中では，

UDL原則 1（提示）に焦点を当て，教師が多

様な方法で知識を提供し，その効果を検証する

調査が多い一方，学生が多様な方法で表現・表

出することに焦点を当てた研究は少ないことが

指摘された（Capp, 2017）。

7件の抽出論文を統合した結果，主に 2つの

課題が導出された。第一に，UDLをどのよう

に適用したかを明記した上での，より厳格な

研究デザインに基づく実証研究を増やすこと

（Roberts et al., 2011; Al-Azawei et al., 2016; Ok 

et al., 2017; AlRawi & AlKahtani, 2021），第二に，

北米や欧州以外での実証研究を増やし異文化間

レベルでの UDL適用の妥当性を検証すること

である（Al-Azawei et al., 2016; Capp, 2017）。そ

の他，障害の有無に限らない学習者の多様性に

応じた UDLの効果検証（Capp, 2017），発展途

上国の学生や障害があり通学が困難な学生へ

の教育の可能性を広げるものとして UDLを活

用したオンライン教育の効果検証，UDLを活

用することによる学習時間の増減についての

調査，UDLと他の指導法とを比較した実証研

究（AlRawi & AlKahtani, 2021），UDL実践内で

のデジタルツール使用の有効性の検証（Ok et 

al., 2017），実行機能に焦点を当てた調査が期待

された（Schreffler et al., 2019）。また，UDL研

究が初期段階にあることを鑑み，量的研究だけ

でなく，UDL実践の実態を詳細に理解するた

め，質的研究による調査の実施も推奨された

（AlRawi & AlKahtani, 2021）。

Ⅳ．考察

抽出された 7件の文献では，共通して，UDL

の実証研究が極めて少ないことが指摘された。

また，北米や欧州以外の国での，実証研究によ

る UDL適用の妥当性検証が望まれた。

以下，得られた結果をもとに本邦における今

後の UDL研究の展望について，学校心理学的

視点を交え考察する。

本邦でのUDL研究への期待

本研究結果及び松戸（2021）から，国内外

問わず UDLの実践研究とされるものの中に

は UDL研究としての質に課題が見出される場

合があることが確認された。例えば，具体的

にどのように UDLを適用したかの明記が見ら

れない報告等である。その問題への対応策と
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して，近年，UDL-IRN（Universal Design for 

Learing Implementing and Research Network）

では，UDLクライテリアが公開された（Rao, 

Edyburn, Grima-Farrell, Van Horn, & Yalom-

Chamowitz, 2018）。公開されて日が浅いため，

今回抽出した 7件の文献には，UDLクライテ

リアに基づき選定基準を設けたものは見当たら

なかった。すでに日本語訳も公開されているた

め，今後は UDLクライテリアに則った実践報

告や研究が本邦においても増加することが見込

まれる。本邦における UDL実践研究は査読付

き論文に限ると極めて少ない状況であるが，紀

要論文等も含めると近年では研究報告が増加し

ている（松戸，2021）。本邦の教育的背景（例

えば教師の労働条件など）と合わせ UDLクラ

イテリアに則ってUDL実践を報告することは，

似たような文化的背景を持つ国（特にアジア

圏）にも適用可能な UDLの妥当性を示す一助

となろう。本邦ではこれまで同質性の高い集団

を想定した均質な教育を提供することで，全国

どこでも一定程度の質が保障された教育を可能

としてきた（青木，2021）。しかしながら，子

どもたちは多様化を増しており，これまでのや

り方ではすべての子どもたちへの学びの保障は

困難となっている。人種や母国語の違いなど，

多様性が本邦よりも顕著である米国でさえ，こ

れまでの UDL研究は障害の有無に焦点を当て

たものが主であった（Capp, 2017）。本邦では，

特別な教育的支援を必要とする児童生徒の特徴

を記述し，学級全体への UDL実践の効果を報

告した研究は既に複数見られる（小関・納富，

2018；佐藤・納富，2018；内田・西山・納富，

2015）。今後は，学習者の多様性を踏まえた効

果検証を進めるために，ギフテッドや外国語を

母語とする学習者，いじめや不登校の問題を抱

える学習者をも対象としたUDLの効果検証や，

貧困など社会経済的背景にも注目した検証も必

要と思われる。学習者の援助ニーズは，学習者

自身の要因と環境の要因から生まれてくるもの

であるため，（石隈，1999），学習者の多様性と

特定の参加者の特徴，及び UDL実践内で行わ

れた学習環境へのアプローチを明記することが

望まれる。

今後推奨される研究の視点

本邦でもオンライン学習の必要性が高まり，

当初 2023年度達成予定であった一人一台端末

の配備がコロナウィルスの影響を受け早まっ

たことには，世間の注目も集まった（宮坂・

増谷，2021）。抽出論文においても，UDLを活

用したオンライン教育や UDL実践内でのデジ

タルツール使用の有効性について検証が求めら

れていた（AlRawi & AlKahtani, 2021; Ok et al., 

2017）。デジタル機器は，個別最適化した自己

調整可能な柔軟な学びを提供する点で教育の

可能性を広げ得るものである（Rose& Meyer, 

2002）。デジタル機器を活用した UDL実践に

よって，これまで教室内で授業を受けられずに

いた不登校の児童生徒や，病気や重い障害があ

り登校が困難であった医療的ケアを要する児童

生徒など二次的・三次的援助サービスの対象と

なっていた児童生徒をも包括して学習への参画

を促すことが可能になると考えられる。物理的

な登校が困難となる児童生徒への UDLに基づ

く実践研究を行うことは，遠隔地教育への期待

が高い発展途上国にも適用可能な UDLの妥当

性を示すことにもつながるものと思われる。
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課題

本研究においては，国外の UDL研究の概観

をつかむことを目的としたため，UDLについ

て扱ったシステマティックレビュー及びメタ分

析を調査対象とした。本研究で用いた検索方

法やデータベースでは抽出されなかった文献，

英語以外の言語による文献は調査されていな

い。UDLの実証研究自体が少ないため，UDL

に関するシステマティックレビュー及びメタ

分析も数が限られた。今回は概観の把握に留

まったが，今後は増加が期待できるアジア圏で

の UDL研究に焦点を当てたレビュー，UDL実

践者へのコンサルテーションを扱った文献レ

ビュー，研究数の限られる質的研究を対象とし

た UDL研究のレビューなど，国内外の研究に

ついて詳らかに調査し，その結果を国際的に共

有することが必要と考えられる。Al-Azawei et 

al.（2016）の研究を受け，国内の「ユニバーサ

ルデザイン」に基づく実践を豊かにする視点に

限らず，それぞれ多様な課題を抱えた世界各国

でのインクルーシブ教育実現のために，よりユ

ニバーサルな視点で UDLの実証研究を積み重

ね，国際的に発信・共有していくことが今後の

課題であろう。すべての児童生徒のそれぞれの

学びを充実させるべく，研究者と実践者でコラ

ボレートしながら UDL研究を積み重ねていく

ことが必要だ。

付記

本論文に関して，開示すべき利益相反関連事

項はない。英文要約については，Editageの英

文校正サポートを受けた。
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ABSTRACT

Overview of International Research on Universal Design for Learning

Yuka MATSUDO

This review provides an overview of international research on Universal Design for Learning (UDL), 

which has attracted international attention as an educational model based on diversity. This review ana-

lyzes international systematic reviews and meta-analyses of UDL. The study recommends conducting 

high-quality empirical studies in Japan applicable to other countries and to promote research based on 

learner’s diversity without focusing solely on disability.

Key words:    Universal Design for learning, UDL, inclusive education, systematic review，meta-analyses


